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従来手法について

� 通常出現しない値が出現

� 符号長が長くなる

データ量増加

DCT係数のランダム増減

ハフマン符号化の一例
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研究目的

� スクランブル強度の定量的な制御

� スクランブル後のデータ量増加

従来手法

DCT係数の入れ替えによるデータ量の変化が少ない

改良

DCT係数入れ替え

可変長符号化効率低下を抑える



提案手法の流れ

原画像

DCT＆量子化

スクランブル画像

可変長符号化

スクランブル処理

1.必要二乗誤差の算出

2.DCT係数の交換

4.不足誤差の補正

3.ＤＣＴ係数交換の

終了判定



DCT係数の交換
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DCT係数

擬似乱数より2つDCT係数を選択(0以外)

例：2番目と11番目のＤＣＴ係数を交換

二乗誤差＝

(｜2番目の係数-11番目の係数｜

×2番目量子化テーブルの係数)
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ＤＣＴ係数交換の終了判定

不足誤差が生まれる

二乗誤差＞必要二乗誤差

二乗誤差１

二乗誤差２

二乗誤差３

二乗誤差N

入れ替え

二乗誤差

�

二乗誤差＜必要二乗誤差

終了

次ブロックに繰り越し



実験 スクランブル画像

目標PSNRを変更することによって

画質が変化している

目標PSNR：10原画像 目標PSNR：20目標PSNR：40



実験 復元画像

半開示スクランブル画像 復元画像

異なる復号キーによる復元画像 原画像
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従来手法と同程度のＰＳＮＲに対して
ファイルサイズの増加率が抑えられている
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